
総務省の定める基準で、各地方公共団体の会計を統一的に再構成し、地方公共団体間の比較などをす
るための会計区分です。本市では、一般会計とコミュニティ・プラント整備事業特別会計が該当します。

普通会計

2021年度 決算報告

財政構造の弾力性を示す経常収支比率は2年連続で改善しており、財政の硬直化は一時的に抑えられています。

普通会計ピックアップ解説

保険料など特定の収入があり、一般会計とは切り離して
収入・支出を経理する特定の目的のための会計。

特別会計

主に利用者の料金収入で事業を行う、地方公営企業法
の全部、または一部の適用を受ける公営企業の会計。

公営企業会計

上下水道事業への繰出金は、一定の割合で財政を圧迫し続けています。施設の維持管理などにかかる
基準外部分の見直しが必要です。

Point

会計名 区分 収入 支出

※消費税および地方消費税を含みます。　
※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は留保資金な
どで補てんしました。

地方税、地方交付税などの経常的な一般財源が、どの程度経常的な経費に充てられているかを示す指標で
す。数値が低いほど政策的（自由）に使えるお金が多くなることを示します。

Point

Point

〈 上水道 〉 〈 下水道 〉

経常収支比率

→上下水道事業に関してはP10・11で詳しく解説しています。

●収益的収入・支出

●資本的収入・支出

一事業年度の企業の経営に伴い発生する収益（料金など）や、
費用（人件費や物件費など）

●実質収支
歳入から歳出と翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの

企業の将来の経営に備えて行う施設の建設などの費用（工事請
負費など）や、その財源となる収入（企業債など）

単年度収支（当該年度実質収支-前年度実質収支）に黒字要素となる基金（貯金）積立額等を加え、赤字要素である
基金（貯金）引出額を差し引いた額です。赤字なら貯金の取り崩しなどで資金をやりくりしているということです。

実質単年度収支

上下水道事業 繰出金（補助金）の推移

決算の詳細はこちらで確認できます。

2021年度は88.6%となり、前年度と
比較して4.2ポイント改善しています。
要因は普通交付税の追加交付などに
より経常一般財源が増加したことや、
新型コロナウイルス感染症の影響で
事業やイベントを中止・縮小したこと
などによるもので、一時的なものです。0
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実質収支が前年度と比較して、約4億
円と大幅に増加したことから、実質単
年度収支は6年ぶりに黒字となりま
した。
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経常的収入 経常的支出 経常収支比率

 国民健康保険特別会計 31億7,296万円 31億514万円 6,782万円

 後期高齢者医療特別会計 4億9,453万円 4億8,300万円 1,153万円

 介護保険特別会計 47億3,388万円 44億6,649万円 2億6,739万円

 農業集落排水事業特別会計 4億6,065万円 4億6,032万円 4万円

 浄化槽整備事業特別会計 3億6,840万円 3億6,829万円 11万円

  426万円 418万円 8万円

 合　計 92億3,468万円 88億8,742万円 3億4,697万円

 
下水道事業

 収益的 10億4,775万円 8億9,010万円

  資本的 1億4,532万円 3億9,062万円

 
水道事業

 収益的 10億336万円 9億4,353万円

  資本的 1億5,330万円 5億3,106万円

基準外 基準内 繰出金（補助金） 基準外 基準内 繰出金（補助金）

Point

Point

歳入　総額 230億2,743万円

人件費
33億4,828万円

扶助費
33億1,873万円

公債費
29億3,502万円

物件費
32億3,703万円

維持補修費
5億1,412万円

補助費等
25億6,680万円

積立金 
6億4,571万円

投資及び出資金・貸付金
1,113万円

災害復旧事業費
13億4,707万円普通建設事業費

19億739万円

その他
17億9,078万円

地方譲与税・各種交付金
12億1,098万円

国庫支出金
33億5,048万円

市債
20億2,080万円

地方交付税
87億9,438万円
格差を是正するため国から交付されるお金

分担金・負担金
7,835万円

使用料・手数料
3億1,348万円

市税
34億3,888万円

県支出金
20億2,930万円

繰出金
19億6,136万円

国や県から使い道が
決められて支給される
お金

道路、橋梁、学校、庁舎な
どを建設するためのお金

指定管理料などの
委託料、光熱水費、
備品購入費など

各種団体への補助金や
負担金、謝礼金など

社会保障制度など
で使われるお金

借金の返済に使わ
れるお金

建設事業などのた
めに市が借り入れ
るお金

コミュニティ・プラント
整備事業特別会計

会計名 歳入 歳出 実質収支

歳出　総額 217億9,264万円

自主財源　24.4％
市が自主的に収入できるお金

依存財源　75.6％
国などから配分されるお金

12億3,479万円－3億575万円（翌年度へ繰り越す事業に必要な財源）＝9億2,904万円（実質収支）

歳入－歳出=12億3,479万円
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